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子
ど
も
に

「遊
ん
で
い
い
よ
。
で
も
汚
さ
な
い
で
」
は
不
可
能
で
す
。
し
か
し
、
汚
れ

た
服
の
洗
濯
は
嫌
で
す
よ
ね
。
オ
ス
ス
メ
は
、
汚
れ
た
服
や
靴
を
公
園
の
水
道
で
洗
濯

し
ち
ゃ
う
こ
と
。
足
取
り
軽
く
帰
れ
ま
す
よ
。

ポ

挙
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こ

う

つ

高

に

、
濯

野

鋒

羨
ま
し
そ
う
に
眺
め
な
が
ら
遊
び
始
め
な
い
子
に

「ど
う
し
て

，
」
と
聞
く
と
、
「
マ

マ
に
怒
ら
れ
る
か
ら
…
…
」
と
い
う
返
答
は
多
い
の
で
す
。
と
く
に
大
人
の
指
示
を
守

る
子
に
は

「
こ
の
ダ
メ
は
本
当
に
ダ
メ

，
」
と
考
え
て
か
ら
、
声
が
け
し
ま
し
ょ
う
。
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ら で 人
離 く に
れ だ い
て さ つ
い い し
き ゛

よ
ま イ可 に
す 度 遊
よ か ん°

通 で
つ も
て ら
い  しヽ
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f｀ミ,

t
て

大
人
が
遊
び
方
を
教
え
た
り
指
示
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の
脳
が
動
く
チ
ャ
ン

ス
を
奪

い
ま
す
。
子
ど
も
の
柔
軟
性
や
発
想
力
は
、
大
人
と
は
違

い
ま
す
。
大
人
は
そ

の
違

い
を
、
お
も
し
ろ
が

っ
た
り
感
心
し
た
り
し
て
い
る
だ
け
で
い
い
ん
で
す
。
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類を自由に使つて子どもの自由な発想で遊び、

時には遊具まで手作りできる遊び場です。発

祥は1940年 代のデンマークで、スイス、イ

ギリス、 ドイツなどの都市を中心に広がり、

日本では1979年 に東京都世田谷区の羽根木

公園から始 まりました。1979年 といえば、

私たちが生まれた時代の前後。そんなにも、

前からあるんですね ! 時代は変わつても、

子どもが求める遊びの本質は同じ。プレーパ

ーク (別 名「冒険遊び場J)は長い時間をか

けて、今や日本中に広がりました。NPO法人日本冒険遊

び場づくり協会 (httpプ /bouken asobiba org/)に 登録さ

れているのは全国400カ 所程度。運営は、地域の大人たち

が不定期に開催 しているものから、行政がNPO等地域団

体に委託して定期開催 しているものまで、さまざまです。

プ
レ
ー
パ
ー
ク
っ
て
？

土
、水
、本
、
風
、火
。

五
感
を
使
っ
て
遊
び
倒
す

で
｀

:)ょ ill11:|こ ;|を 百1,i[′:I:t、 :
のでしょうか? 開催場所は、専用の公

園、大型公園の一部を使用、竹林や畑な

どを使用とさまざまです。ただし、上、木、

葉、虫、水、火など、自然的な要素で遊

べることは共通。穴を掘る、堀った穴に

枯れ葉を敷き詰めてダイブする、焚き火

をする、ブルーシー トで風をつかまえる、

ウォータースライダーを作るなど、遊び

方は自由自在。子どもたちは五感をフル

に使い、豊かな発想と想像力で自然をと

ことん楽 しんでいます。

危ないことは禁止という風潮の今、プ

レーパークではなぜこのような遊びがで

きるのでしょうか? それは、プレーパークには「プレー

ワーカー_がいるから。ブレーワーカーは、遊び道具類を

管理しながら、安全かつ子どもたちが思い切 り遊べる環境

を整える専門職。また、子どもは小さなけがを繰 り返しな

がら自分の身を守るカンどころを体得するので、大人が先

回りして子どもがひやっとする体験を取 り除くことはしな

いという、ブレーバーク共通の考え方があるからです。
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